
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所

(

以
下
、｢

研
究
所｣

と
す
る)

の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
所
蔵
さ
れ
る
二
冊
の
帳
簿

(｢

大
福
帳｣

Ａ

四
七
、｢

簾
貸
帳｣

Ａ

四
八)

は
、
重
要
な
歴
史
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
の
日
本
学
研
究
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
と
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
は
、
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
日
本

写
本
・
木
版
本
目
録
を
作
成
し
た
。
二
人
は
と
も
に
現
在
の
世
代
の
日
本
学
者
を
育

て
た
学
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
作
成
し
た
目
録
に
は
、｢
大
福
帳｣
(

Ａ

四
七)

に
つ

い
て
、
二
四
の
場
所
、
一
八
三
人
の
買
い
手
、｢

簾
貸
帳｣
(

Ａ

四
八)

に
つ
い
て

は
、
借
り
手
二
四
名
の
記
載
が
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
借
り

手
の
名
前
か
ら
、
彼
ら
は
ア
イ
ヌ
人
と
推
測
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
唯
一
の
誤
り

は
、
島
の
名
称
を
、
サ
ハ
リ
ン
で
は
な
く
北
海
道
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ

と
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
は
、
そ
の
二
冊
の
帳
簿
を
北
海
道
の
南
部
の
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
実
際
に
は
、
帳
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
地
名
は
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
の

も
の
で
あ
る
。

二
冊
の
帳
簿
は
一
八
六
四
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館

(

研
究
所
の
前
身)

に
収
蔵
さ
れ

た
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
セ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
帳
簿
の
来

歴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
東
洋
諸
国
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

特
に
日
本
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

研
究
所
の
東
洋
諸
国
の
写
本
と
木
版
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ロ
シ
ア
で
最
大
の

も
の
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
失
わ

れ
た
言
葉
を
含
め
六
五
か
国
語
、
一
〇
万
点
に
及
ぶ
。
日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
時
代
に
は
じ
ま
る
。
彼
女
は
一
七
九
一
年
と
一
七
九
五
年
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
日
本
製
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
た
が
、
そ
の
な

か
に
は
写
本
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
医
師
で
あ
る
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ツ
ェ
ル
か
ら
贈
物
と
し
て
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
女
は
、
大
黒
屋
光
太
夫
か
ら
書
籍
も
受
け
取
っ
て
い
る
。

一
八
一
八
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
二
九
点
の
日
本
の
写
本
と
木
版
本
が
存
在
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
長
い
間
外
務
省
に
勤
務
し
、
中
国
語
を
研
究
し
て
い
た
シ
リ
ン
グ
・
フ
ォ

ン
・
カ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

(

一
七
八
六
〜
一
八
三
七)

は
、
一
八
三
六
年
と
一
八
三
八

年
に
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
て
い
る
。
有
名
な
中
国
学
者
、
ビ
チ
ュ
ー
リ

ン
は
中
国
語
・
満
州
語
・
日
本
語
・
朝
鮮
語
の
写
本
・
木
版
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

目
録
を
作
成
し
た
。

ア
ジ
ア
博
物
館
の
館
長
で
あ
る
フ
リ
ス
チ
ア
ン
・
フ
レ
ン

(

一
七
八
二
〜
一
八
五

一)

は
多
く
の
功
績
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
一
八
三
三
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
財

務
大
臣
で
あ
る
イ
ゴ
ー
ル
・
カ
ン
ク
リ
ン

(

一
七
七
四
〜
一
八
四
五)

に
対
し
、
ロ

シ
ア
帝
国
の
東
洋
諸
国
に
勤
務
す
る
す
べ
て
の
総
領
事
・
領
事
に
典
籍
の
購
入
を
そ

の
任
務
の
一
つ
と
し
、
そ
の
費
用
を
毎
年
国
庫
か
ら
支
出
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。

一
八
四
四
年
に
次
の
財
務
大
臣
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ブ
ロ
ン
チ
ェ
ン
コ

(

一
七
八
〇
〜
一

八
五
二)

は
、
廻
状
に
よ
っ
て
そ
れ
を
命
じ
た
。
そ
の
命
令
は
第
一
次
世
界
大
戦
ま

で
有
効
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
外
交
官
の
努
力
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
コ
レ
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ク
シ
ョ
ン
は
充
実
を
続
け
た
。
初
代
の
駐
日
領
事
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
も
、
日
本
典
籍

の
購
入
の
任
務
を
負
っ
て
い
た
。
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
個
人
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

一
九
一
〇
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。

一
八
三
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
マ
リ
ー
・
ブ
ロ
ッ
セ

(

一
八
〇
二
〜
一
八
八
〇)

は
、
ア
ジ
ア
博
物
館
で
勤
務
を
始
め
た
。
彼
は
、
東
洋
諸
国
文
学
の
研
究
の
弱
点
を

補
う
た
め
、
文
部
大
臣
で
あ
り
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
で
あ
る
セ

ル
ゲ
イ
・
ウ
ヴ
ァ
ー
ロ
フ

(
一
七
八
六
〜
一
八
五
五)

の
招
待
に
よ
っ
て
、
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
に
や
っ
て
き
た
。
ブ
ロ
ッ
セ
は
パ
リ
に
生
ま
れ
育
ち
、
中
国
語
を
勉
強
し
、

続
い
て
グ
ル
ジ
ア
語
と
ア
ル
メ
ニ
ア
語
を
学
習
し
た
。
そ
れ
ま
で
学
習
者
が
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
ロ
シ
ア
語
も
学
習
し
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
に
来
た
後
は
、
探
検
隊
に
参
加
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
し
た
。
彼
の
力
に
よ
っ
て
、
極
め
て
豊
富
な
グ
ル
ジ
ア
語
と
ア
ル
メ
ニ
ア
語

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
セ
は
個
人
的
な
コ
レ
ク
タ
ー
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
目
録
を
作
成
し
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
満
州
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
目
録
も
作
成
し
た
。

ア
ジ
ア
博
物
館
の
満
州
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
研
究
し
た
Ｍ
・
ボ
ル
コ
ヴ
ァ
に
よ

れ
ば
、
一
〇
の
蔵
書
群
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
八
〇
〇
フ
ァ
イ
ル
、
五
〇
〇
〇
冊
が
含
ま
れ
る
。
一
八
三
五
年
に
、
ア
ジ

ア
博
物
館
は
中
国
学
者
で
あ
る
シ
ェ
リ
ン
グ
男
爵
の
中
国
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
・
チ
ベ
ッ

ト
語
・
満
州
語
の
写
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目

録
を
作
成
し
た
の
は
ブ
ロ
ッ
セ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ブ
ロ
ッ
セ
の
名
が
冠
さ
れ

て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
一
八
六
四
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
図
書

館
か
ら
、
満
州
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る

(

１)

。

同
時
に
、
一
八
六
四
年
、
ブ
ロ
ッ
セ
は
日
本
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
も
作
成

し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
ブ
ロ
ッ
セ
は
個
人
的
な
コ
レ
ク
タ
ー
で
は
な
か
っ

た
が
、
日
本
語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
同
様
に
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
図
書
館
か
ら
移
管

さ
れ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
帰
国
後
調
査
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

さ
ら
に
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
指
揮
下
の
ユ
ノ
ナ
号
に
積
ま
れ
て
い
た
日
本
物
品
の
リ

ス
ト
が
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
、｢

海

図
と
本
が
納
め
ら
れ
た
小
箪
笥
一
点
、
日
本
語
の
文
字
が
記
さ
れ
た
木
の
板
一
点｣

と
記
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
日
本
語
の
本
は
帳
簿
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
将
来
的
に

は
さ
ら
な
る
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
行
動
に
つ
い
て
の
、
オ
リ
ガ
・
ク
リ
モ
ヴ
ァ
作

成
の
年
表
の
抜
粋
を
次
に
掲
げ
る

(

３)

。
彼
ら
の
行
動
と
帳
簿
の
日
付
を
比
較
す
る
こ
と

は
有
用
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

露
暦

(

ユ
リ
ウ
ス
暦)

と
西
暦

(

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦)

の
差
は
、
一
九
世
紀
初
頭

で
は
一
二
日
で
あ
る
。
露
暦
か
ら
一
二
日
を
ひ
い
た
も
の
が
西
暦
で
あ
る
。

オ
リ
ガ
・
ク
リ
モ
ヴ
ァ
の
年
表
に
よ
れ
ば
一
八
〇
六
年
一
〇
月
六
日
、
サ
ハ
リ
ン

島
の
ア
ニ
ワ
湾
に
入
り
、
同
月
一
〇
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン(

リ
ュ

ボ
プ
ィ
ト
ス
ト
ヴ
ォ)

に
滞
在
し
て
い
る
。
日
本
の
暦
で
は
文
化
三
年
八
月
末
ご
ろ

で
あ
る
。
帳
簿
に
は
、
そ
の
日
付
以
降
の
記
録
は
な
い
。

海
軍
文
書
館
所
蔵
の
物
品
リ
ス
ト
に
は
海
図
の
記
載
も
あ
る

(

単
数
か
複
数
か
は

不
明)

。
研
究
所
の
目
録
に
よ
れ
ば
Ｂ
一
六
四
号
に

｢

北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
・
ク
リ

ル
諸
島
の
海
図｣

が
存
在
す
る
。
こ
れ
も
同
様
に
一
八
六
四
年
の
ブ
ロ
ッ
セ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
。
二
冊
の
帳
簿
と
同
じ
で
あ
る
。
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
の
目
録
に

よ
れ
ば
、
こ
の
海
図
が
作
成
さ
れ
た
場
所
と
日
付
は
不
明
で
あ
る
。
推
測
の
一
つ
と

し
て
は
、
そ
の
海
図
は
帳
簿
と
同
様
に
、
ユ
ノ
ナ
号
か
ら
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
図
書

館
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
強
調
し
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て
お
き
た
い
の
は
こ
れ
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必

要
で
あ
る
。
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
と
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ド
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
図
は
サ
ン

ガ
ル
海
峡
か
ら
ク
リ
ル
諸
島
ま
で
を
含
む
が
、
山
・
川
・
村
・
道
・
海
路
・
貿
易
地

点
・
距
離
が
記
載
さ
れ
て
い
る
地
図
で
あ
る
。
緯
度
・
経
度
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

サ
ハ
リ
ン
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
西
か
ら
東
へ
伸
び
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン

で
は

｢

コ
タ
ン
ト
ル｣

と

｢

シ
ロ
ト
コ｣

ま
で
、
ク
リ
ル
諸
島
で
は
ウ
ル
ッ
プ
ま
で

の
記
載
が
あ
る
。
海
図
の
左
側
に
説
明
文
が
あ
る
。

ア
イ
ヌ
人
と
の
貿
易
は
次
の
通
り
行
わ
れ
た
。
日
本
人
は
春
に
酒
・
た
ば
こ
・
米

な
ど
を
貸
し
、
秋
に
ア
イ
ヌ
人
は
鰊
・
鯨
な
ど
の
商
品
で
そ
れ
を
返
済
し
た
。
現
物

の
交
換
で
あ
る
と
い
う
点
が
特
徴
で
あ
る
。
返
済
さ
れ
る
と
線
が
ひ
か
れ
、
取
り
引

き
は
決
済
さ
れ
る
。
一
見
す
る
と
帳
簿
は
翻
訳
し
や
い
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
研
究
上
、
翻
訳
上
の
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
に
と
っ

て
は
崩
し
字
が
ま
ず
問
題
で
あ
り
、
日
本
人
研
究
者
の
協
力
な
し
に
は
誤
り
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
提
示
可
能
な
の
は
、
す
べ
て
最
終
的
な
結
論
で
は
な

く
中
間
報
告
で
あ
る
。
史
料
編
纂
所
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
っ
て
、
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
藤
田
覚
教
授
と
保
谷
徹
教
授
、
小
野
助
教
と
松
澤
助
教
の
尽
力
に

よ
っ
て
崩
し
字
が
解
読
さ
れ
た
。
と
く
に
帳
簿
の
解
読
は
、
経
済
学
部
ア
ー
カ
イ
ヴ

ズ
の
冨
善
一
敏
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
ロ
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
単
位
の

問
題
が
大
き
い
。
日
本
で
も
ロ
シ
ア
同
様
、
独
自
の
単
位
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
酒
、

鰊
、
た
ば
こ
そ
の
他
の
単
位
が
、
現
在
の
単
位
で
ど
れ
ほ
ど
の
量
な
の
か
、
そ
れ
も

問
題
で
あ
る
。
簡
単
な
例
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
海
軍
文
書
館
所
蔵
の
物
品
目
録
に
は
、

ユ
ノ
ナ
号
に
、
日
本
製
の
酒
樽
四
つ
、
も
し
く
は
バ
ケ
ツ
一
〇
〇
、
と
い
う
記
載
が

あ
る
。
こ
れ
が
現
在
ど
れ
だ
け
の
量
に
相
当
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
の
ロ

シ
ア
で
は
バ
ケ
ツ
の
容
量
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
五
リ
ッ
ト
ル

か
ら
三
〇
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
単
位
と
し
て
は
一
バ

ケ
ツ
は
一
二.

三
リ
ッ
ト
ル
で
あ
り
、
一
つ
の
樽
に
は
四
〇
の
バ
ケ
ツ
と
さ
れ
て
い

サンクトペテルブルグ東洋古籍文献研究所 (旧東洋学研究所) 所蔵の交易帳簿について (クリモフ)( )153

年表 (日付は露暦)

1806年9月24日 レザノフはオホーツクから出発し､ ペテルブルグに向かった
1806年9月24日 フヴォストフはユノナ号でオホーツク港を出航し､ サハリンに向かった
1806年10月13日 ルミャンツェフ商務大臣からレザノフ宛の手紙｡ 貿易樹立の必要性を認めている
1806年10月６日 フヴォストフはサハリン島のアニワ湾に入った
1806年10月７日―９日 最初の停泊地
1806年10月９日―10日 ２番目の停泊地 (オフィトマリ・スムネニエ)
1806年10月10日―19日 ３番目の停泊地 (クシュンコタン・リュボプィトストヴォ)
1806年10月25日 千島列島を通り､ ペテロパブロフスク港へ航路を取った
1806年11月８日 ユノナ号はペテロパブロフスク港に入港
1807年５月４日 ユノナ号とアヴォシ号はペテロパブロフスク港を出航
1807年５月９日 千島列島の第14番島に近づいた
1807年５月18日 択捉島に近づいた
1807年５月19日 ナイボに上陸
1807年５月24日 シャナに到着
1807年５月27日 シャナから出航し､ 千島列島の第18番島へ航路を取った
1807年５月28日 日本人１人を択捉島で解放
1807年５月31日―６月１日 ウルップ島でズヴェズドチョトフ先導者を探すために1人を海岸へ送った
1807年６月１日 松前へ航路を取った
1807年６月６日 知床岬に到着
1807年６月７日 サハリン島のアニワ湾に入った
1807年６月16日 南へ航路を取った
1807年６月22日 ピク・デラングルで日本の船を焼き払った
1807年６月26日 １隻の船を沈没させた
1807年７月３日 アニワ岬を通った
1807年７月16日 ユノナ号とアヴォシ号はオホーツク港に入港

1807年７月16日
フヴォストフからブハリン宛の報告書｡ ユノナ号とアヴォシ号はオホーツク港に入港
したことについて報告している

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



た
。
一
九
世
紀
に
は
、
バ
ケ
ツ
は
ア
ル
コ
ー
ル
、
液
体
、
植
物
油
の
主
な
単
位
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
。

単
位
が
正
確
に
確
定
さ
れ
た
後
に
は
、
貨
幣
額
へ
の
換
算
、
利
潤
率
、
他
の
歴
史

資
料
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
こ
の
帳
簿
の
固
有
性
と
一
般
性
と

い
っ
た
点
を
、
将
来
的
に
は
研
究
し
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
側
の
協

力
な
し
に
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
藤
田
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
側
研
究
者
の

協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。
さ
ら
に
若
い
世
代
の
研
究
者
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
野
心
的
な
研
究
を
進
め
、
日
露
の
共
通
の
過
去
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。
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黎
明
期
日
露
関
係
に
お
け
る
フ
ヴ
ォ

ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征｣

。
提
出
二
〇
〇
八
年
六
月
。
大
阪
大
学
言
語
社
会
研

究
科
言
語
社
会
専
攻
。
頁
二
三
九

二
四
一
。
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